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お申し込みはこちらから！ ※どなたでもご参加いただけます。 

→ https://forms.gle/sAqjb75gZPhhGqdT8 

■この実践研究報告会は、カヌー・スラロームセンター（東京都江戸川区臨海町 6 丁目１）における人工流水での

体験型授業事例、水泳学習における授業事例、さらには教師・指導者向け研修会事例を報告しながら、それぞれの具

体的内容や指導上の留意点、工夫等について発表します。全ての子ども達がウォーターセーフティを実践的に学ぶ

ことで、水難事故を防止していくことをねらいとしています。 

当日は 12 時より開場し、ポスター展示や授業で準備しておきたい救助機材、様々なライフジャケットの展示会も

おこないます。また本事業における全ての指導案の配布や ICT 教材「e-Lifesaving」の指導デモンストレーション

も行います。皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

■日時：２０２４年２月２５日（日）  １３：００ ～ １６：５０ 

 

■場所：成城大学 3 号館 003 教室 小田急線「成城学園前駅」下車 徒歩 5 分  〒157-8511 東京都世田谷区成城 6-1-20 

 

■協力 ： 江戸川区教育委員会    公益財団法人 河川財団    カヌー・スラロームセンター 

特定非営利活動法人 川に学ぶ体験活動協議会    一般社団法人 吉川慎之介記念基金    （五十音順） 

 

■実践研究授業で用いた ICT教材  『守ろう！いのち 学び合おう！水辺の安全』 

プールや水辺に向かう前に、水泳運動の心得を主体的に学ぶことや、自己保全のための技能動画を視覚的に学ぶことが 

できます。学齢に応じて、知識習得や実技への導入、さらには各水辺の事故想定をドラマ化したものまで収納してあるので、 

授業で幅広くご活用いただけます。 

 

 

 

 

QR コードから直接サイトへ 

アクセスできます（無料）➔ 

https://forms.gle/sAqjb75gZPhhGqdT8


司会進行：杉崎 友梨 

時 間 内  容   ※若干変更となる場合があります 

13:00-13:20 

＜20 分＞ 

開会・令和 5 年度 令和の日本型学校体育構築支援事業 概要説明  

研究推進委員：日本ライフセービング協会 教育本部長  松本 貴行 

13:20-13:40 

＜20 分＞ 

カヌー・スラロームセンターにおける授業の実施報告Ⅰ ～海編～ 

研究推進委員：日本ライフセービング協会 学校教育推進委員  萩原 隆次郎 

13:40-14:00 

＜20 分＞ 

カヌー・スラロームセンターにおける授業の実施報告Ⅱ ～川編～ 

研究推進委員：川に学ぶ体験活動協議会 事務局員  橘 昌憲 

14:00-14:10 

＜10 分＞ 
上記に関する質疑応答 

14:10-14:20 休  憩 

14:20-14:45  

＜25 分＞ 

ⅠⅡ参加児童・生徒によるアンケート調査の結果と考察  質疑応答含む 

            研究推進委員：日本ライフセービング協会 地域教育推進委員   國木 孝治 

14:45-15:10 

＜25 分＞ 

水泳学習におけるウォーターセーフティ授業、及び教員研修会の実施報告  質疑応答含む 

研究推進委員：日本ライフセービング協会 アカデミー本部長  佐藤 洋二郎 

15:10-15:20 休  憩 

15:20-15:55 

 

 

＜35 分＞ 

パネルディスカッション          

ファシリテーター：研究推進委員 日本ライフセービング協会 学校教育推進委員          小田 眞木子 

パネラー：公益財団法人 河川財団 子どもの水辺サポートセンター主任研究員    菅原 一成 

    パネラー：一般社団法人 吉川慎之介記念基金 代表                      吉川 優子 

16:00-16:40 

＜40 分＞ 

基調講演 「ウォーターセーフティ教育の未来」        

中央大学 教授  小峯 力 

16:40-16:50 

＜10 分＞ 

総括・閉会                 

公益財団法人 日本水泳連盟  副会長  齋藤 由紀 

  

■授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


